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第４２６回：ちょっと違和感が 

    

ちょっと変だな、しっくりこない。こんなとき「違和感」という表現が出てくる。筆者の職場には相場の専門家

が多数在席しており、毎日マーケット情報を発信しているが、あまり背伸びせず、身の丈に合ったレベルで

市況を語るのが好ましい。個人投資家に向かって「無裁定条件のもとで、任意の満期の割引債のイールド

を状態変数ベクトルの線形関数で・・・」てな主旨の発信をしても違和感しか残らんよ。 

けさの新聞を読み、そんな違和感を覚えた中国記事がある。各紙ともベタ記事に近い小さな扱いだが。 

 

中国国営新華社は 28日、中国人民解放軍（以下 PLA）の張陽（66）前政治工作部主任が 23日に自宅で

首吊り自殺したと伝えた。新華社によると同氏は既に失脚している元制服組トップ 2 名（郭伯雄・徐才厚）の

汚職に連座した疑いで 8 月から身柄を拘束され調査を受けており、その結果、規律と法律に著しく違反し、

贈収賄や出所不明の巨額の財産があることが判明している。・・・各紙の大まかな要旨 

 

 違和感を覚えたのは首吊り自殺だ。世界最多の将卒を率いる元帥級の将軍が首を吊るとは嘆かわしい。

中国はいざ知らず他国ではロンメル元帥は服毒、杉山元帥は拳銃、阿南陸相は自刃で最期を遂げている。 

身柄拘束中とはいえ自分の家だろう？軍人なら万が一に備え拳銃くらい隠し持っておけよ。もし拳銃が見

つかり没収されたとしても、自宅に野菜包丁の一本もなかったのかね。一寸みっともないのでは。 

下表をご覧いただきたい。PLAの歴代指導部一覧。（赤色：失脚した軍人） 

 

歴代 PLA最高指導部 

党大会 16期 2002～ 17期 2007～ 18期 2012～ 19期 2017～ 

共産党 総書記 胡錦涛 胡錦涛 習近平 習近平 

党軍委 主席 江沢民⇒胡錦濤 胡錦涛 習近平 習近平 

同  副主席 胡錦涛 習近平 范長竜 許其亮 

同 郭伯雄 郭伯雄 許其亮 張又侠 

同 曹剛川 徐才厚   

同 徐才厚    

聯合参謀部総参謀長 梁光烈 陳炳徳⇒房峰輝 房峰輝⇒李作成 李作成 

政治工作部主任 徐才厚⇒李継耐 李継耐⇒張陽 張陽⇒苗華 苗華 

 制服組トップは 2－3 名で構成される軍事委員会副主席であり、それに次ぐのが作戦を掌る総参謀長と、

政治を管掌する総政治工作部主任である。軍部にはその他、兵站を担う「後勤保障部長」や、軍人を鍛える

「訓練管理部長」等の要職があるが、参謀長とはレベルが違う。 

 上表のとおり胡錦濤時代は2002年から始まるが、総書記を引退した江沢民はその後2年間も軍委主席に

居座り、2年後にやっと辞めた後も「置き土産」として、江派の郭伯雄、徐才厚をお目付け役に据え置いた。 
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胡錦涛はやむなく、第二期に入ってからも郭・徐の二将を続投させ、彼らの定年年齢に達するまで我慢し

たが、彼は習近平にバトンタッチする僅か一か月前に PLA の大異動を行い、自派の房峰輝を総参謀長に、

張陽を総政治工作部主任（当時の名称は総政治部主任）に抜擢し、PLAのお目付け役とした。 

習近平もやむなく、この人事を受け入れたが、就任後に大規模な腐敗追放キャンペーンを敢行し、引退し

たばかりの郭伯雄と徐才厚を逮捕・粛清した。 

そして習主席は第一期の任期満了直前の今年 8月、房峰輝と張陽の身柄を拘束した。 

彼ら両名の動静について、海外メディアは 9月頃から「中国、胡錦濤派の軍首脳2人を拘束 規律違反の

疑いで」といった報道を流しており、彼らの失脚は確実だろう。しかし当局の対応は不可解で、房峰輝上将

は 8月に更迭され、10月の党大会で引退したが、中国当局は彼のシロ orクロについて沈黙を守っている。 

張陽はもっと不可解で、9 月に陸軍第 74 集団軍の英雄を顕彰する大会が開かれたとき、苗華上将が、

「軍委政治工作部主任」の肩書で参加したと国営メディアが報道し、はじめて張陽⇒苗華の交替が明らかに

なった。彼の縊死事件がなければ、失脚報道は更に遅れたようだ。 

 

習近平主席の腐敗追放キャンペーンはまだまだ続きそうだ。中国では誰でも知っているが、中国で最も

腐敗した組織はPLAだ。習主席は就任早々、中央軍事委員会に「禁酒令」を出し、2013年1月27日の人民

日報は、禁酒令が軍隊に絶大な効果をもたらしたとの記事を掲載した。記事では空軍軍人が、「以前は飲酒

過多のせいで軍務に支障が生じていましたが、禁酒令が公布されて一ヶ月も経たたぬうちに、火砲操作の

技術が大きく向上しました。禁酒令に大感謝です」と大喜びしている由。 

これを読んだ北京駐箚の某国駐在武官が大笑いしていたのを覚えている。 

先月 PLA 新疆軍区は部隊の兵卒がスマホゲーム「王者栄耀」をプレイするのを全面禁止すると発表した。

王者栄耀は、テンセントが開発した「世界一稼ぐゲーム」、項羽や劉邦に交じって宮本武蔵やアーサー王も

バトルに加われる楽しいゲームだが、解放軍報」は兵士がゲームに熱中するあまり、戦闘力に悪影響を与

えたと指摘している。習主席は最近、口を酸っぱくして「戦って勝てる」軍隊をつくれと命令しており、これに

対し「戦って勝つのは当たり前だろう？」と、この発言に違和感を覚える人が多いと云われている。 

でも二条河原の落書ではないが、此頃都ニハヤル物、売官、飲酒ニ、スマホゲーム・・こんな軍人にある

まじき実態を知れば、習主席の悲痛な叫びが少しは分かるかも。（了） 

文中の見解は全て筆者の個人的意見である。 

                              平成２９年１１月２９日  

筆者プロフィール 

杉野光男 

東洋証券株式会社 主席エコノミスト 

一橋大学商学部卒、 三菱信託銀行（現三菱 UFJ信託銀行）入社、上海華東師範大学へ留学 

同行北京駐在員、上海駐在員事務所長、理事中国担当部長を経て、２００７年より現職 

著書  日本の常識は中国の非常識（時事通信社）、中国ビジネス笑劇場（光文社）等 
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ご投資にあたっての注意事項 

手数料等およびリスクについて 

① 株式の手数料等およびリスクについて 

・ 国内株式の売買取引には、約定代金に対して最大1.2420％（税込み）、最低3,240円（税込み）（売却約定代金

が 3,240円未満の場合、約定代金相当額）の手数料をいただきます。国内株式を募集、売出し等により取得い

ただく場合には、購入対価のみをお支払いいただきます。国内株式は、株価の変動により、元本の損失が生

じるおそれがあります。 

・ 外国株式等の売買取引には、売買金額（現地における約定代金に現地委託手数料と税金等を買いの場合に

は加え、売りの場合には差し引いた額）に対して最大 0.8640％（税込み）の国内取次ぎ手数料をいただきます。

外国の金融商品市場等における現地手数料や税金等は、その時々の市場状況、現地情勢等に応じて決定さ

れますので、本書面上その金額等をあらかじめ記載することはできません。外国株式は、株価の変動および

為替相場の変動等により、元本の損失が生じるおそれがあります。 

②債券の手数料等およびリスクについて 

・ 非上場債券を募集・売出し等により取得いただく場合は、購入対価のみをお支払いいただきます。 

 債券は、金利水準の変動等により価格が上下し、元本の損失を生じるおそれがあります。外国債券は、金

利水準の変動等により価格が上下するほか、カントリーリスク及び為替相場の変動等により元本の損失が生

じるおそれがあります。また、倒産等、発行会社の財務状態の悪化により元本の損失を生じるおそれがありま

す。 

③投資信託の手数料等およびリスクについて 

・ 投資信託のお取引にあたっては、申込（一部の投資信託は換金）手数料をいただきます。投資信託の保有期

間中に間接的に信託報酬をご負担いただきます。また、換金時に信託財産留保金を直接ご負担いただく場合

があります。 

投資信託は、個別の投資信託ごとに、ご負担いただく手数料等の費用やリスクの内容や性質が異なるため、

本書面上その金額等をあらかじめ記載することはできません。 

 投資信託は、主に国内外の株式や公社債等の値動きのある証券を投資対象とするため、当該金融商品市

場における取引価格の変動や為替の変動等により基準価格が変動し、元本の損失が生じるおそれがありま

す。 

④株価指数先物・株価指数オプション取引の手数料等およびリスクについて 

・ 株価指数先物取引には、約定代金に対し最大 0.0864％（税込み）の手数料をいただきます。また、所定の委

託証拠金が必要となります。 

・ 株価指数オプション取引には、約定代金、または権利行使で発生する金額に対し最大 4.320％（税込み）、最

低 2,700円（税込み）の手数料をいただきます。また、所定の委託証拠金が必要となります。株価指数先物・株

価指数オプション取引は、対象とする株価指数の変動により、委託証拠金の額を上回る損失が生じるおそれ

があります。 

ご投資にあたっての留意点 

 取引や商品ごとに手数料等およびリスクが異なりますので、当該商品等の契約締結前交付書面、上場有価証券

等書面、目論見書、等をよくお読みください。 


